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６
月
16
日
か
ら
18
日
ま

で
の
３
日
間
で
、
６
月
定

例
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成

27
年
度
補
正
予
算
案
５

件
、
認
定
１
件
、
工
事
請

負
契
約
の
締
結
２
件
、
条

例
の
一
部
改
正
２
件
、
発

委
１
件
、
そ
の
他
の
議
案

１
件
が
原
案
ど
お
り
可
決・

承
認
さ
れ
た
ほ
か
、
２
件

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、一
般
質
問
で
は
、

議
員
９
人
が
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

◦
平
成
27
年
度
南
伊
勢
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

全
員
賛
成

◦
平
成
27
年
度
南
伊
勢
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

全
員
賛
成

◦
平
成
27
年
度
南
伊
勢
町
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

全
員
賛
成

◦
平
成
27
年
度
南
伊
勢
町
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
一
号
）全

員
賛
成

◦
平
成
27
年
度
南
伊
勢
町
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

全
員
賛
成

◦
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
◦
小
方
竈　

さ
く
ら
線

（
さ
く
ら
保
育
園
進
入
路
）

全
員
賛
成

　
　
　
　
　
　

◦
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
（
２
件
）

◦
南
島
中
学
校
発
電
設
備
工
事

◦
南
勢
中
学
校
発
電
設
備
工
事

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
長
及
び
副
町
長

の
給
料
及
び
旅
費
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
教
育
委
員
会
教

育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時

間
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

全
員
賛
成

報　
　

告

議　
　

案

平
成
27
年

第
２
回
定
例
会

発　
　

委

そ
の
他

◦
南
伊
勢
町
議
会
基
本
条
例

の
制
定

全
員
賛
成

◦
議
員
派
遣
の
件
に
つ
い
て

◦
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

に
つ
い
て
（
２
件
）

町道さくら線
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補
正
予
算
　
主
な
質
疑

　
議
員　

今
回
行
わ
れ

る
「
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
な
ん
と
う
」
の
焼
却
炉

施
設
維
持
補
修
工
事
に
よ

り
、
施
設
使
用
年
数
は
ど
の

程
度
伸
び
る
の
か
、
ま
た
焼

却
炉
施
設
の
耐
用
年
数
は
。 　

環
境
生
活
課
長　
　

今
回
行
う
工
事
に
よ

り
、
２
年
程
度
、
使
用
年
数

は
伸
び
る
。
ま
た
こ
の
よ
う

な
焼
却
炉
施
設
の
耐
用
年
数

は
20
年
程
度
と
し
た
も
の
だ

が
、
今
年
、
施
設
の
精
密
機

能
検
査
を
行
い
、
今
後
の
維

持
修
繕
方
法
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。

　
議
員　

10
月
に
南
勢

中
学
校
で
開
催
さ
れ

る
町
民
体
育
祭
は
、
合
併
10

周
年
記
念
の
冠
事
業
で
も
あ

る
が
内
容
は
。

　
教
育
長　

今
年
度
開

催
さ
れ
る
町
民
体
育

祭
は
、
合
併
10
周
年
記
念
の

冠
事
業
で
も
あ
る
の
で
、
い

つ
も
以
上
に
盛
り
上
が
る
よ

う
努
め
た
い
。
ま
だ
具
体
的

な
内
容
は
決
ま
っ
て
い
な
い

が
、
早
急
に
決
定
し
た
い
。 　

議
員　

老
朽
化
の
た

め
町
バ
ス
（
29
人
乗

り
）
を
新
た
に
購
入
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
こ
の
バ
ス
を

南
伊
勢
高
校
の
テ
ス
ト
期
間

中
、
生
徒
の
下
校
に
活
用
で

き
な
い
か
。

　
環
境
生
活
課
長　
　

町
バ
ス
の
活
用
で
は

な
く
、
三
重
交
通
と
臨
時
バ

ス
の
運
行
を
協
議
し
て
い
る
。

長
寿
命
化
を

町
民
の
一
体
感
を

下
校
手
段
の
充
実
を

問

問

問

答

答

答
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一
般
質
問

南
島
ふ
れ
あ
い
図
書
室
は

土
曜
日
を
含
め
て
週
４
日
の
開
館　
教
育
長

鵜倉半島周遊道路の整備は
舗装修繕等を実施していく　町長

問
鵜
倉
半
島
周
遊
道
路

の
整
備
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

答
町
長　

全
体
的
に
舗

装
な
ど
の
傷
み
が
あ

る
た
め
、
昨
年
度
は
約
４
８

０
メ
ー
ト
ル
の
舗
装
工
事
を

実
施
し
た
。
簡
易
な
舗
装
修

繕
に
つ
い
て
は
町
職
員
が
作

業
を
行
っ
て
も
い
る
。
維
持

管
理
に
つ
い
て
は
、
職
員
が

暑い中の清掃作業ご苦労様

多くの人に利用してほしいふれあい図書館

問
４
月
か
ら
南
島
ふ
れ

あ
い
図
書
室
が
、
日

曜
日
休
館
と
な
っ
た
が
、
町

長
、
教
育
長
の
３
月
定
例
会

で
の
発
言
に
反
す
る
の
で
は
。

答
教
育
長　

平
成
26
年

10
月
か
ら
平
成
27
年

３
月
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
、

試
験
的
に
日
曜
日
の
開
館
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
来
館
者

そ
の
他
の
質
問

◦
公
会
計
制
度
の
導
入
に
つ

い
て

中山　盛 議員

定
期
的
お
よ
び
災
害
時
な
ど

に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
安
全

確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
、
地
元
地
区
の
方
や
建
設

事
業
者
、
町
議
会
議
員
の
ご

協
力
を
得
て
、
町
職
員
も
と

も
に
路
肩
の
除
草
や
路
面
清

掃
を
行
っ
て
い
る
。今
後
も
、

引
き
続
き
舗
装
修
繕
を
実
施

し
て
い
く
。

数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

４
月
か
ら
の
日
曜
日
閉
館
を

決
め
、
現
在
は
土
曜
日
を
含

め
て
週
４
日
の
開
館
と
な
っ

て
い
る
。
教
育
委
員
会
と
し

て
は
、
本
の
貸
し
出
し
業
務

を
行
う
本
来
の
業
務
と
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て

の
居
場
所
作
り
の
場
と
し
て

多
機
能
な
図
書
館
業
務
を
考

え
て
い
る
。
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一
般
質
問

答
町
長　

近
年
の
著
し

い
人
口
減
に
伴
う
地

域
活
力
の
低
下
、
南
海
ト
ラ

フ
を
震
源
と
す
る
巨
大
地
震
・

津
波
の
脅
威
な
ど
、
当
町
を

取
り
巻
く
課
題
が
山
積
す
る

中
で
、
特
に
若
者
定
住
促
進

と
町
民
の
安
全
・
安
心
を
最

大
の
課
題
と
し
て
取
り
組
む

た
め
、
新
た
な
体
制
と
し
て

副
町
長
お
よ
び
ま
ち
づ
く
り

政
策
監
の
登
用
を
行
っ
た
。

そ
の
ほ
か
の
主
な
人
事
・

組
織
体
制
と
し
て
は
、
２
名

の
女
性
管
理
職
の
登
用
、
種

苗
セ
ン
タ
ー
長
の
設
置
、
複

数
の
係
長
職
の
任
用
を
行
っ

て
い
る
。

27年度の新体制　新たな人事は
副町長及びまちづくり政策監の登用を　町長

答
ま
ち
づ
く
り
政
策
監

義
務
教
育
に
関
し
て

は
、
南
伊
勢
学
検
定
テ
キ
ス

ト
ブ
ッ
ク
「
あ
ば
ば
い
っ
南

伊
勢
」
の
小
中
学
校
で
の
活

用
、
地
域
と
学
校
の
密
接
な

連
携
の
中
で
の
五
感
を
使
っ

た
体
験
学
習
や
ふ
る
さ
と
教

人
口
減
少
抑
制
の
取
組
は

未
来
を
担
う
人
材
の
育
成
を　
ま
ち
づ
く
り
政
策
監

小中学校でも活用の「あばばいっ南伊勢」

問
ま
ち
づ
く
り
政
策
監

は
、
人
口
減
少
の
抑

制
に
む
け
た
戦
略
策
定
を
任

期
2
年
の
中
で
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

「
人
材
の
育
成
に
力
を
入
れ

た
い
。」
と
い
う
こ
と
だ
が
、

町
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
教
育
を
し

て
い
く
の
か
。

問
県
内
ト
ッ
プ
の
高
齢

化
率
・
人
口
減
少
問

題
を
抱
え
る
当
町
に
お
い

て
、
小
山
町
長
は
ど
の
よ
う

な
考
え
を
も
っ
て
、
4
月
か

ら
の
新
た
な
人
事
と
役
場
内

の
組
織
改
正
を
行
っ
た
の
か
。

27
年
度
の
新
体
制
の
説
明
を
。

副町長と若手職員の地方創生ワーキング

そ
の
他
の
質
問

◦
高
台
移
設
の
基
準
に
つ
い
て

倉田　育 議員

育
、
地
域
の
未
来
を
担
う
人

材
の
育
成
、
少
人
数
の
学
校

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
指
導
体

制
づ
く
り
を
考
え
て
い
る
。

ま
た
人
権
尊
重
の
精
神
を
育

成
し
、
命
を
守
る
防
災
教
育

を
教
育
委
員
会
や
学
校
と
連

携
し
す
す
め
て
い
き
た
い
。
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一
般
質
問

そ
の
他
の
質
問

◦
巨
大
地
震
へ
の
備
え
に
つ

い
て

地方創生総合戦略セミナーの様子

未来を担う子ども達の教育

岡本　眞 議員

個
性
を
伸
ば
す
こ
と
が
必
要
で
は

個
性
に
応
じ
た
能
力
を
伸
ば
し
て
い
く　
教
育
長

地方創生の総合戦略は
町民の皆さまと　まちづくり政策監

答
ま
ち
づ
く
り
政
策
監

最
も
重
要
な
の
は
、

土
台
作
り
だ
と
考
え
る
。

今
回
の
地
方
創
生
は
、
町

の
現
状
に
関
す
る
認
識
を
共

有
し
、
適
切
な
危
機
感
を
も

問
地
方
創
生
の
取
組
に

つ
い
て
、
町
民
み
ん

な
が
自
分
た
ち
の
地
域
に
自

信
と
誇
り
を
持
っ
て
誰
が
訪

れ
て
も
驚
き
と
感
動
が
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
す
る
た
め
、

総
合
戦
略
に
つ
い
て
の
ま
ち

づ
く
り
政
策
監
の
考
え
は
。

ち
そ
れ
に
伴
っ
て
、
ど
う
す

れ
ば
町
が
自
治
体
と
し
て
自

立
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

を
、役
場
職
員
は
も
ち
ろ
ん
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
町
民
に

も
自
分
事
と
し
て
考
え
る
機

会
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
る
。

町
の
総
合
戦
略
は
、
誰
が

や
る
の
か
、
い
つ
や
る
の
か

を
具
体
的
に
書
き
込
ん
だ
顔

の
見
え
る
戦
略
と
し
、
役
場

の
手
厚
い
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

の
も
と
町
民
の
皆
さ
ま
と
事

業
を
遂
行
し
て
い
き
た
い
。

問
地
域
に
根
ざ
し
た
教

育
に
つ
い
て
、
少
子

化
が
ど
ん
ど
ん
進
行
す
る
な

か
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
は
、
生
き
て
い
く
た
め

の
方
法
と
知
恵
を
授
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め

に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性

を
伸
ば
す
こ
と
が
必
要
で

は
。

答
教
育
長　

少
子
高
齢

化
の
進
行
や
グ
ロ
ー
バ

ル
化
・
高
度
情
報
化
の
進
展

す
る
今
後
の
社
会
を
生
き
て

い
く
子
ど
も
た
ち
に
は
、
個

性
や
価
値
観
の
多
様
性
、
ち

が
い
を
認
め
合
う
態
度
を
育

み
、
共
に
生
き
る
力
を
育
て

る
と
と
も
に
、
一
人
ひ
と
り

の
個
性
に
応
じ
た
能
力
を
伸

ば
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

当
町
の
学
校
に
お
い
て
も
、

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

心
身
の
発
達
段
階
や
特
性
な

ど
を
十
分
考
慮
し
な
が
ら
、

町
の
学
校
教
育
目
標
と
し
て
、

『
自
ら
学
ぶ
力
を
身
に
つ
け
、

個
性
と
能
力
を
伸
ば
し
、
心

豊
か
に
た
く
ま
し
く
今
を
生

き
、
未
来
を
拓
く
子
ど
も
の

育
成
』
を
掲
げ
、
日
々
の
学

校
教
育
を
展
開
し
て
い
る
。
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一
般
質
問

そ
の
他
の
質
問

◦
観
光
客
を
増
や
す
取
組
に

つ
い
て

◦
県
に
強
く
は
た
ら
き
か
け

て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

◦
電
力
会
社
が
新
し
い
原
発

を
つ
く
る
こ
と
に
つ
い
て

問
町
内
で
建
設
が
す
す

め
ら
れ
て
い
る
特
養

施
設
の
進
行
状
況
に
つ
い
て
、

3
つ
の
特
養
の
完
成
予
定

と
、
開
所
は
い
つ
に
な
る
の

か
。
ま
た
、
真
砂
寮
の
高
台

移
転
問
題
は
、
ど
こ
ま
で
進

ん
で
い
る
の
か
。

問
小
学
校
の
給
食
施
設
・

ボ
イ
ラ
ー
・
食
器
洗

浄
機
・
炊
飯
器
・
食
材
保
管
室

な
ど
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に

把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

人
員
の
配
置
に
つ
い
て
改
善

の
必
要
な
点
は
な
い
か
。

答
教
育
委
員
会
事
務
局
長

各
学
校
か
ら
の
聞
き

取
り
や
要
望
に
よ
っ
て
把
握

し
て
お
り
、
衛
生
面
で
指
摘

の
あ
っ
た
箇
所
も
、
報
告
な

ど
に
よ
り
状
況
を
把
握
す
る

と
と
も
に
即
時
の
改
善
を

進
め
て
い
る
。
調
理
員
の
配

置
に
つ
い
て
は
、
調
理
員
定

今日の給食なぁ～にかな o(^o^)o

新たに開所された特別養護老人ホームの様子

数
を
定
め
配
置
し
て
い
る
。

ま
た
、
南
勢
小
に
フ
リ
ー
の

調
理
員
１
名
を
配
置
し
、
他

の
学
校
で
休
暇
を
取
る
人
が

出
た
場
合
、そ
の
学
校
へ
行
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
な
体
制
を

と
っ
て
い
る
の
で
、
調
理
員

の
配
置
に
つ
い
て
は
満
た
さ

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

手塚征男 議員

改善の必要性は
満たされていると考える　教育委員会事務局長

真
砂
寮
の
高
台
移
転
問
題
は

基
本
設
計
に
向
け
て
進
め
て
い
る　
町
長

答
町
長　

地
域
密
着
型

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
『
龍
船
ヒ
ル
ハ
ウ
ス
』
29

床
は
、本
年
４
月
に
開
所
し
、

６
月
１
日
現
在
、
24
名
が
入

所
。
次
に
広
域
型
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
『
メ
デ
ィ
カ

ル
ケ
ア
伊
勢
志
摩
』
70
床
に

つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
8
月

開
所
予
定
で
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

真
砂
寮
の
高
台
移
転
に
つ

い
て
は
、
わ
た
ら
い
老
人
福

祉
施
設
組
合
と
協
議
を
進
め

て
お
り
、
今
後
そ
れ
ぞ
れ
の

構
成
市
町
内
で
検
討
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
具
体
的
な
事

業
規
模
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
用
地
取
得
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
基
本
設
計
に
向
け

て
進
め
て
い
る
。
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一
般
質
問

問
教
育
環
境
の
徹
底
し

た
整
備
に
つ
い
て
、

小
中
学
生
の
通
学
に
お
け
る

現
状
の
課
題
と
対
策
は
。

答
教
育
長　

国
道
２
６ 

０
号
を
徒
歩
あ
る
い

は
自
転
車
で
通
学
す
る
ル
ー

ト
に
つ
い
て
は
、
部
分
的
に

路
幅
が
せ
ま
く
な
っ
て
い
る

問
人
口
減
少
の
歯
止
め

に
つ
い
て
、
町
が
考

え
る
最
優
先
施
策
は
。

答
町
長　

当
町
が
直
面

し
て
い
る
著
し
い
人

口
減
少
と
少
子
高
齢
化
、
南

海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
地

震
・
津
波
の
脅
威
な
ど
に
対

応
す
る
た
め
、
若
者
定
住
対

策
と
防
災
事
業
を
最
優
先
課

題
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
中
で
人
口
減
少
へ
の

対
応
と
し
て
は
、
若
者
の
出

逢
い
の
き
っ
か
け
と
な
る
場

「南伊勢ええやん！プロジェクト」

元気にいってらっしゃい！！

全
な
通
行
を
す
る
よ
う
指
導

し
て
い
る
。
ま
た
、
通
学
路

の
草
刈
り
に
つ
い
て
は
、
伊

勢
建
設
事
務
所
や
役
場
建
設

課
へ
、
適
切
な
時
期
に
し
て

も
ら
う
よ
う
要
望
を
し
て
い

る
ほ
か
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
作
業
や
環

境
整
備
員
、
シ
ル
バ
ー
人
材

な
ど
に
よ
っ
て
、
必
要
に
応

じ
た
除
草
作
業
を
し
て
い
る
。

掛橋　靖 議員

現
状
の
課
題
と
対
策
は

必
要
に
応
じ
た
除
草
作
業
を　
教
育
長

最優先施策は
政策を総合的に連携して　町長

づ
く
り
な
ど
が
大
切
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
若
者
が
安
心

し
て
地
域
に
定
着
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
、
子
育
て
・
教
育
・
医
療
・

介
護
・
産
業
振
興
・
社
会
基

盤
と
生
活
基
盤
な
ど
の
政
策

を
総
合
的
に
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
。

こ
れ
ら
の
政
策
を
地
震
・

津
波
災
害
対
策
と
と
も
に
一

つ
ひ
と
つ
着
実
に
実
現
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

所
や
、
季
節
に
よ
っ
て
草
が

生
い
茂
っ
て
く
る
所
が
あ
る

こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

未
整
備
区
間
で
あ
る
船
越
地

区
の
国
道
に
つ
い
て
は
、
左

側
一
列
通
行
な
ど
、
常
に
安

全
を
意
識
し
て
通
学
す
る
よ

う
児
童
・
生
徒
に
指
導
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
安
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一
般
質
問

答
教
育
長　

当
町
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

「
体
を
動
か
す
こ
と
の
楽
し

さ
を
知
る
こ
と
で
、
普
段
か

ら
運
動
を
す
る
き
っ
か
け
づ

く
り
」
を
目
的
に
毎
年
町
民

答
町
長　

こ
れ
ま
で
も

町
食
材
を
使
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
町
外
飲
食
店

で
の
町
食
材
Ｐ
Ｒ
は
職
員
が

実
際
に
お
店
に
足
を
運
び
お

願
い
し
て
き
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
町
内
飲
食
店
の
紹
介

に
つ
い
て
は
実
施
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
店
舗
リ

ス
ト
作
成
の
う
え
、
町
の
食

材
を
食
べ
ら
れ
る
「
南
伊
勢

町
物
産
取
扱
店
」
と
し
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を
考

え
た
い
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外

国
人
旅
行
者
）
の
取
組
は
、

観
光
協
会
や
商
工
会
と
話
し

合
い
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
当
町
で
は
、
町
外
か

ら
も
高
い
評
価
を
受

け
る
農
林
水
産
物
や
加
工
し

た
産
品
が
増
え
て
き
た
。
当

町
産
食
材
を
使
っ
た
飲
食
店

の
情
報
発
信
を
も
っ
と
す
べ

き
で
は
。

ま
た
、
観
光
を
重
要
な
産

業
と
し
て
、
外
国
人
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
取
組
も
必
要

な
時
期
に
来
て
い
る
と
思
う

が
ど
う
か
。

問
文
部
科
学
省
の
外
局

と
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ

庁
」
が
設
置
さ
れ
る
が
、
現

在
行
わ
れ
て
い
る
当
町
の
ス

ポ
ー
ツ
教
育
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

週２のトレーニングジム
結果にコミットできるか

リアス式海岸が織り成す地元の美味しい食材を

田中喜一郎 議員

飲
食
店
の
情
報
発
信
を

店
舗
リ
ス
ト
を
作
成　
町
長

ス
ポ
ー
ツ
教
育
の
目
的
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

健
康
増
進
を　
教
育
長

体
育
祭
を
開
催
し
て
い
る
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
・
ス
ポ
ー
ツ
ネ
ッ
ト
・
元

気
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
よ
る
各

ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
講
座
を

行
っ
て
い
る
。
小
中
学
生
に

つ
い
て
は
各
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
活
動
を
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

◦
電
気
自
動
車
・
急
速
充
電

器
に
つ
い
て
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一
般
質
問

問
新
規
に
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
申
し
込
む
方
の

中
に
は
、
か
な
り
状
態
が
悪

く
な
っ
て
か
ら
申
請
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
と
聞
く
。
ひ

き
こ
も
り
や
家
族
の
抱
え
込

み
を
な
く
す
た
め
、
障
が
い

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
促

進
を
願
い
た
い
が
町
長
の
考

え
は
。

問
「
広
報
み
な
み
い
せ
」

６
月
号
に
、
南
伊
勢

学
検
定
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク

「
あ
ば
ば
い
っ
南
伊
勢
」が
町

内
の
小
学
生
６
２
０
人
に
配

布
さ
れ
た
と
あ
っ
た
が
、
町

教
育
委
員
会
と
し
て
、
こ
の

冊
子
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
活
用
計
画
が
あ
る
の
か
。

答
町
長　

障
が
い
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
障

が
い
者
の
生
活
支
援
の
た
め

に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

が
、
生
活
が
立
ち
行
か
な
く

な
っ
て
か
ら
初
め
て
把
握
さ

れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
課
題

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、

「
広
報
み
な
み
い
せ
」や
行
政

チ
ャ
ン
ネ
ル
な
ど
を
活
用
し

て
、
わ
か
り
や
す
く
、
ま
た

受
け
入
れ
や
す
く
な
る
よ
う

に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
。

同
時
に
、
相
談
支
援
の
強
化

を
図
っ
て
い
く
。

答
教
育
長　
「
地
域
の
人

材
・
教
材
を
生
か
し
、

地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
活
動

を
進
め
る
。」と
い
う
町
教
育

重
点
目
標
の
実
現
に
向
け
て
、

27
年
度
予
算
に
よ
り
、
町
内

全
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

分
を
購
入
し
、
す
で
に
総
合

学
習
な
ど
で
活
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
来
年
度
以
降
も
学

校
で
の
授
業
に
活
用
し
、
地

域
を
愛
す
る
児
童
・
生
徒
の

育
成
に
努
め
て
い
く
。

助け合い支えあう

山本周也 議員

冊
子
の
活
用
計
画
は

地
域
愛
の
育
成
を
目
指
す　
教
育
長

福祉サービスの利用促進は
広報活動・相談支援の強化を図る　町長

そ
の
他
の
質
問

◦
介
護
報
酬
改
定
に
よ
る
地

域
密
着
型
介
護
施
設
の
影

響
に
つ
い
て

◦
保
育
料
無
料
化
促
進
に
よ

る
子
育
て
環
境
の
充
実
に

つ
い
て

冊子の表紙に地元高校生が協力
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一
般
質
問

問
当
町
に
お
け
る
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

普
及
率
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

ま
た
、
行
政
は
普
及
の
た
め

の
指
導
な
ど
は
し
て
い
な
い

の
か
。

答
町
長　

国
民
健
康
保

険
の
デ
ー
タ
（
平
成

27
年
度
３
月
分
）
に
よ
る
と

当
町
で
は
、
一
般
35
・
６
％
、

退
職
分
で
37
・
６
％
と
な
っ

て
い
る
。
町
立
病
院
の
外
来

処
方
分
を
総
合
す
る
と
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
処

方
は
60
％
を
超
え
る
と
思
わ

れ
る
。

ま
た
普
及
の
た
め
に
、
国

民
健
康
保
険
の
新
規
加
入
・

更
新
時
な
ど
、
保
険
証
や
し

お
り
と
共
に
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」
が

つ
い
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配

布
し
て
い
る
。

答
ま
ち
づ
く
り
政
策
監

事
業
の
延
長
で
物
事

を
考
え
な
い
、
20
年
後
、
30

年
後
の
町
の
た
め
の
施
策
を

作
る
意
識
改
革
を
行
っ
て
い

く
。
役
場
の
職
員
に
よ
る
地

方
創
生
若
手
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
創
設
し
、
想
像
力

を
働
か
せ
る
場
づ
く
り
を

行
っ
て
い
く
。

ま
た
、
他
地
域
の
事
例
な

ど
を
調
べ
つ
つ
も
、
当
町
に

合
っ
た
独
自
の
施
策
立
案
を

し
て
い
け
る
柔
軟
な
考
え
方

を
身
に
つ
け
る
機
会
を
提
供

し
て
い
く
。

問
地
方
創
生
の
面
か
ら
、

当
町
は
ま
ち
づ
く
り

政
策
監
の
目
に
は
ど
の
よ
う

に
映
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

任
期
２
年
間
で
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
人
材
育
成
の
活
動

を
し
て
い
く
の
か
。

新たな風を町に

お薬は用法・用量を守って飲んで

山本芳隆 議員

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
率
は

60
％
を
超
え
る　
町
長

ど
う
す
る
人
材
育
成

想
像
力
を
働
か
せ
る

場
づ
く
り
を　
ま
ち
づ
く
り
政
策
監
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一
般
質
問

そ
の
他
の
質
問

◦
地
震
か
ら
町
を
守
る
対
策

に
つ
い
て

◦
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
一
時
的
な
活
性
化
対

策
で
は
な
く
「
持
続

可
能
な
南
伊
勢
町
」
を
つ
く

る
た
め
に
必
要
と
思
わ
れ
る
、

若
者
定
住
対
策
に
つ
い
て
、

当
町
の
若
者
の
定
住
化
を
、

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答
町
長　

定
住
化
に
は

あ
ら
ゆ
る
施
策
を
連

携
さ
せ
総
合
的
に
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
、
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
生
活

環
境
を
創
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
。
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
高
台
へ
の
住
宅
の
確

保
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

問
産
業
の
振
興
に
つ
い

て
、
害
獣
駆
除
の
思

い
切
っ
た
対
策
を
進
め
る
考

え
は
。

答
町
長　

当
町
で
は「
駆

除
と
防
御
」の
両
面
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
獣
害
対
策
を

行
っ
て
き
た
。
過
去
３
年
間

の
平
均
で
猟
友
会
に
よ
り
サ

ル
・
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
合
わ
せ

て
１
，
８
６
８
頭
を
捕
獲
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
県
下

全
域
の
平
均
捕
獲
数
９
６
６

頭
に
比
べ
て
も
、
２
倍
近
く

の
捕
獲
数
と
な
っ
て
い
る
。

捕
獲
活
動
を
行
っ
た
結
果
、

農
作
物
へ
の
被
害
額
も
年
々

減
少
し
て
い
る
。

ま
た
、
昨
年
度
は
、
当
町

の
水
産
農
林
課
職
員
が
県
の

獣
害
対
策
指
導
者
育
成
講
座

の
講
師
と
し
て
、
県
内
の
獣

害
担
当
者
向
け
の
研
修
も

行
っ
た
。

安心安全な高台はどこに

岡田和夫 議員

有
害
獣
の
被
害
は

年
々
減
少　
町
長

若者定住対策は
高台住宅の確保も検討　町長

県内のイノシシ捕獲数と農作物被害額

（頭） （百万円）

（
年
度
）

２
０
１
３

２
０
１
０

２
０
０
５

２
０
０
０

１
９
９
９

被害額

有害駆除

狩猟

3000 500

400

300

200

100

2500

2000

1500

1000

500

0



－ 13 －

議
会
基
本
条
例
の
制
定

地
方
分
権
改
革
の
進
展
に

よ
り
、
地
方
自
治
体
の
権
力

強
化
が
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ

て
議
会
の
機
能
強
化
が
不
可

欠
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

当
議
会
で
は
二
元
代
表
制

の
も
と
、
議
会
と
構
成
す
る

議
員
も
資
質
を
高
め
る
た
め

に「
議
会
改
革
特
別
委
員
会
」

を
設
立
し
、
研
修
会
や
議
員

間
討
議
を
お
こ
な
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
議
会
改
革

を
進
め
る
た
め
に
は
議
会
活

動
の
根
幹
を
な
す
「
南
伊
勢

町
議
会
基
本
条
例
」
を
制
定

す
る
こ
と
が
第
一
と
考
え
、

１
年
半
に
わ
た
り
検
討
を
進

め
た
結
果
、
27
年
第
２
回
定

例
会
に
委
員
会
発
議
と
し
て

上
程
し
、
全
員
賛
成
の
も
と

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会
で

は
基
本
条
例
を
最
高
規
範
と

し
て
引
き
続
き
当
町
議
会
及

び
議
員
の
活
動
の
活
性
化
と

充
実
の
た
め
、
絶
え
間
な
い

努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

を
制
定

南
伊
勢
町
議
会
基
本
条
例

★
目
次

●
前
文

●
第
１
章

総
則

（
第
１
条
―
第
３
条
）

●
第
２
章

議
会
及
び
議
員
の
活
動

の
原
則

（
第
４
条
・
第
５
条
）

●
第
３
章

町
民
と
議
会
と
の
関
係

（
第
６
条
）

●
第
４
章

町
長
と
議
会
と
の
関
係

（
第
７
条
―
第
９
条
）

●
第
５
章

議
員
間
討
議

（
第
10
条
）

●
第
６
章

議
会
改
革
の
推
進

（
第
11
条
・
第
12
条
）

●
第
７
章

議
会
及
び
議
会
事
務
局

の
体
制
の
整
備

（
第
13
条
―
第
16
条
）

●
第
８
章

議
員
の
政
治
倫
理
並
び

に
定
数

（
第
17
条
・
第
18
条
）

●
第
９
章　

最
高
規
範
性
及
び
見
直

し
手
続
き

（
第
19
条
・
第
20
条
）

●
附
則

★
前
文（
一
部
抜
粋
）

南
伊
勢
町
議
会
は
、
町

民
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
議

会
の
議
員
で
構
成
し
、
二

元
代
表
制
の
下
、
町
長
及

び
執
行
機
関
と
健
全
な
緊

張
関
係
を
保
持
し
な
が
ら
、

町
の
政
策
決
定
機
能
及
び

立
法
機
能
並
び
に
町
長
等

の
事
務
事
業
の
監
視
機
能

を
十
分
に
発
揮
し
、
真
の

地
方
自
治
の
実
現
を
目
指

す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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単
独
で
頑
張
っ
て

い
ま
す

「
地
方
創
生
」を

先
行
し
て

議
員
視
察
レ
ポ
ー
ト

宮
崎
県
三
股
町
は
、
町
域

の
約
70
％
を
山
林
が
占
め
る

人
口
２
５
，
５
１
８
人
の
町

で
す
。
東
側
は
山
地
、
西
側

の
市
街
地
は
都
城
市
と
隣
接

し
、
田
園
風
景
が
美
し
い

ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
な
っ
て
い

ま
す
。
平
成
の
大
合
併
を
よ

そ
に
、単
独
で
産
業
の
振
興
、

教
育
の
発
展
に
町
民
こ
ぞ
っ

て
努
力
し
、
今
も
な
お
人
口

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
県
内

15
歳
未
満
の
人
口
比
率
が
１

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

視
察
の
目
的
は
、
地
元
特

産
品
を
町
内
唯
一
の（
私
立
）

都
城
東
高
校
調
理
課
と
コ
ラ

ボ
し
、「
地
産
地
消
料
理
コ

ン
ク
ー
ル
」を
中
心
に
、

地
産
地
消
か
ら
６
次
産

業
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
へ

の
展
開
を
積
極
的
に
お

こ
な
っ
て
い
る
現
場
を

見
る
こ
と
で
す
。

地
産
地
消
推
進
協
議

会
が
中
心
と
な
り
、
黒

ゴ
マ
・
金
ゴ
マ
・
サ
ト
イ

モ
、
そ
れ
に
ハ
ー
ブ
や

プ
チ
ベ
ー
ル
な
ど
の
農

産
物
と
、
牛
肉
を
中
心

と
し
た
畜
産
物
を
食
育
、

農
育
を
通
じ
て
町
民
に

浸
透
さ
せ
、
学
校
給
食

は
も
と
よ
り
、
地
元
飲
食
店

と
の
コ
ラ
ボ
企
画
を
積
極
的

に
進
め
、
観
光
客
誘
致
に
も

つ
な
げ
て
い
る
町
で
し
た
。

宮
崎
県
綾
町
は
、
町
域
の

約
80
％
が
森
林
で
、
日
本
最

大
の
照
葉
樹
林
を
活
か
し
た

景
観
の
ま
ち
づ
く
り
に
よ
っ

て
、
平
成
24
年
に
は
「
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」
に
登
録

さ
れ
た
人
口
約
７
，
２
０
０

人
の
町
で
す
。

有
機
農
業
を
積
極
的
に
進

め
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

に
成
功
し
、
恵
ま
れ
た
自
然

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

成
功
例
と
し
て
全
国
に
有
名

で
す
。そ
の
影
響
か
ら
近
年
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
納
税
額
が

爆
発
的
に
増
加
し
、
テ
レ
ビ

や
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
、
全
国
的
に
注

目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
が
一
番

着
目
し
た
点
は
、
平
成
３
年

か
ら
大
規
模
な
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
整
備
を
進
め
、
全
国
か

ら
プ
ロ
を
は
じ
め
、実
業
団
・

学
校
関
係
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
、

試
合
や
大
会
で
、年
間
３
５
０

団
体
、
延
べ
２
５
，
０
０
０

人
を
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
町
内

で
の
食
材
消
費
で
約
１
億
円
、

観
光
客
も
１
０
０
万
人
誘
致

で
き
、
そ
の
結
果
、
若
者
定

住
や
小
学
校
児
童
数
の
増
加
、

雇
用
の
創
出
な
ど
の
成
果
が

出
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

町
の
特
色
と
先
見
の
明
に
よ

っ
て
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
き
て
い
る
印

象
を
受
け
ま
し
た
。

九
州
地
方
の
先
進
町
を
訪
問

６
月
24
日
か
ら
26
日
ま
で
の
２
泊
３
日
の
行
程
で
、
宮
崎
県
・
熊
本

県
・
福
岡
県
内
の
行
政
の
各
分
野
で
先
進
地
と
し
て
活
躍
す
る
町
を
訪

問
し
、
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

議
員
視
察
レ
ポ
ー
ト
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障
が
い
者
が

　

自
立
で
き
る

ま
ち
づ
く
り

町
民
に
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
て

熊
本
県
美
里
町
は
「
小
さ

く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
私
た

ち
の
ま
ち
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
中
央
町
と
砥
用
町

の
２
町
合
併
に
よ
り
誕
生
し

た
町
で
す
。
熊
本
県
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
、
熊
本
市
か

ら
車
で
40
分
程
度
の
距
離
に

あ
り
、山
地
丘
陵
部
が
多
く
、

町
域
の
約
75
％
を
森
林
が
占

め
て
い
ま
す
。

同
町
に
は
社
会
福
祉
法
人

が
運
営
す
る
「
障
害
者
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
き
ぞ
の
」

が
あ
り
、
施
設
長
の
松
本
保

孝
氏
か
ら
、
障
が
い
者
の
総

合
支
援
に
つ
い
て
講
義
を
受

け
ま
し
た
。「
ゆ
き
ぞ
の
」は

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行

に
伴
い
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

事
業
を
入
所
型
か
ら
地
域
生

活
型
へ
転
換
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
成
果
に
は
、
①
地
域

行
事
や
外
出
以
外
に
も
地
域

住
民
と
の
接
点
が
増
え
、
利

用
者
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た
。

②
利
用
者
に
と
っ
て
も
集
合

化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地

域
の
中
で
の
少
数
感
よ
り

「
仲
間
の
エ
リ
ア
が
で
き
た
」

と
い
う
連
帯
感
・
安
心
感
を

得
る
こ
と
が
出
来
た
。
な
ど

と
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
そ
う

で
す
。

ま
た
、
行
政
側
か
ら
見
た

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
も
、①
お
金

の
か
か
ら
な
い
移
住
政
策　

②
地
方
交
付
税
の
算
定
に
加

算　

③
ほ
ぼ
全
員
が
町
内
で

の
消
費
者　

④
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
で
使
う
食
材
は
、町
内
業

者
に
年
間
約
３
，
０
０
０
万

円
分
の
発
注
な
ど
を
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

講
義
の
後
、
実
際
に
町
中

に
あ
る
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
や
、

利
用
者
が
住
ん
で
い
る
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
の
内
部
を
見
学

し
ま
し
た
。

福
岡
県
大
刀
洗
町
は
、
福

岡
市
の
南
東
30
㎞
、
筑
後
川

の
北
岸
に
位
置
し
、
面
積
22

平
方
㎞
、
人
口
約
１
５
，
０

０
０
人
の
長
閑
な
田
園
風
景

が
広
が
る
小
さ
な
町
で
す
。

町
名
は
、
南
北
朝
時
代
の
武

将
菊
池
武
光
が
大
原
合
戦
の

後
、
血
ま
み
れ
た
刀
を
小
川

で
洗
っ
た
故
事
に
由
来
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。ま
た
、

同
町
も
、
平
成
16
年
に
実
施

し
た
住
民
投
票
の
結

果
を
受
け
て
、
合
併

を
せ
ず
に
単
独
の
道

を
選
択
し
た
と
の
こ

と
で
す
。

同
町
の
議
会
は
、

よ
り
活
発
な
議
会
を

目
指
し
て
、議
会
基
本

条
例
の
制
定
や
日
曜

議
会
の
開
催
、
議
場・

委
員
会
へ
の
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
の
持
ち
込

み
の
施
行
実
施
、
議

会
モ
ニ
タ
ー
制
度
な

ど
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
あ
く
ま
で
も

町
民
に
開
か
れ
た
議
会
活
動

を
目
指
し
て
い
る
姿
勢
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。
研
修
の
中

で
は
、
こ
れ
ま
で
に
実
施
し

た
こ
れ
ら
の
取
組
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
意
見
交
換
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
当
町
議
会
の
議
員

か
ら
も
、
議
会
答
弁
の
追
跡

調
査
や
、
議
案
に
関
す
る
自

由
な
議
員
間
討
議
、
執
行
部

の
反
問
権
に
つ
い
て
、
質
問

や
意
見
が
数
多
く
あ
り
、
有

意
義
な
研
修
の
場
と
な
り
ま

し
た
。

【
総
括
】

今
回
の
議
員
視
察
は
、

当
町
が
抱
え
る
大
き
な

問
題
で
あ
る
「
少
子
高

齢
化
が
も
た
ら
す
人
口

減
少
」
を
テ
ー
マ
に
、

政
府
が
進
め
る
地
方
創

生
を
リ
ン
ク
さ
せ
、
住

み
や
す
い
地
方
・
地
域

づ
く
り
で
活
性
し
て
い

る
先
進
地
視
察
を
目
的

に
お
こ
な
い
ま
し
た
。

◦
各
議
員
も
お
か
れ
て

い
る
立
場
、
状
況
を

よ
く
理
解
し
て
お
り
、

訪
問
各
町
の
事
前
研

究
を
準
備
し
て
、
研

修
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

か
な
り
忙
し
く
厳
し
い
視

察
行
程
と
な
り
ま
し
た
が
、

全
体
を
通
し
て
有
意
義
な

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

◦
や
は
り
元
気
で
結
果
を
出

し
て
い
る
町
は
共
通
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
（
自
然

や
産
業
）
を
最
大
限
生
か

し
て
い
る
こ
と
と
、
町
民

や
地
域
の
人
々
が
自
ら
率

先
し
て
活
動
し
て
お
り
、

そ
れ
を
行
政
が
後
押
し
し

て
い
る
図
式
が
明
確
に
な

っ
て
い
た
こ
と
で
す
。

◦
そ
し
て
更
に
、
リ
ー
ダ
ー

と
な
っ
て
い
る
人
が
現
状

に
満
足
せ
ず
に
、
10
年
後
、

15
年
後
の
先
を
見
て
何
か

手
を
打
っ
て
い
る
と
こ
ろ

の
伸
び
し
ろ
が
大
き
い
と

い
う
こ
と
を
理
解
で
き
ま

し
た
。
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■地方創生って何なん？
わたし生まれてから一回も地元
を離れたことないんさ。高校も南
勢高校、就職もここやったし旦那
も地元．．．。いまだに街にあこが
れるし、子どもらの教育も考えた
らやっぱり最低でも伊勢や松阪や
と思う。海の仕事も減っとるし、
時給700円のパートしに遠いとこ
ろまでいかなあかんし、でもいま
さら引っ越ししたないしなぁ．．．
テレビで地方を元気にするって言
うとるけど、わたしら何をすれば
ええの？子どもらは街へ出ていく
しかないわさな．．．いろいろ考え
ると滅入ってくるわ。

（40代女性）

■心も体も元気でありたい！
何年か前から、健康を考えて歩く人がと
ても多くなってきたように思います。
朝、仕事に向かう時や帰宅する時、夕飯
を食べた後は何人かのグループで歩いてい
るのを見かけます。「テクテク人口！」（こ
れは私が勝手に呼んでいるのですが‥・）
の増加は喜ばしいことです。また、夕飯を
終えて、所々で夕涼みをしながらくつろい
で話をしている人達もよく見かけます。
私達は健康的により良く生きていくには、
バランスの良い食事を摂り、適度な運動を
習慣づけて、人との交流を楽しみながら、
高齢者が多いけれど、明るく元気な町‼を
目指したいものです。

（50代女性）

■ええなぁ南伊勢町
最近、南伊勢町が活気に溢れているよ
うな雰囲気が感じられます。役場・町議
会議員・商工会・観光協会・各地域の活
性化団体・ブランド委員会・各個人事業
所などなど、フェイスブック、ツイッ
ターなどで商品を発信したり、南伊勢町
を紹介したり、たいみーが地域外に出て
町をアピールしている。来年は伊勢志摩
サミットが行われる中、南伊勢町も世界
から脚光を浴びるように、私自身もがん
ばってアピールしていきたい。

(50代男性)

あなたも
つぶやきませんか？

どんなことでも大丈夫です
（^^）/
みんなでつぶやきましょう。
思ったこと、感じてることを
200字程度でつぶやいて下さい。
※ハガキか で送って下さいね。

〒516-0194
南伊勢町五ヶ所浦3057

議会事務局　宛
　0599－66－2164

つぶやきつぶやき
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■今から楽しみ
４人の子どもは、全員町外で暮
らし、普段は一人で先祖とだんな
の墓を守っている。今の暮らしが
「寂しくない」と言えばうそになる
が、大好きなふるさとで、自分で
出来ることをやり、むかしからの
知り合いと話をしながら生活する
のも楽しいものだ。お盆には、子
どもたちが、孫を連れて帰ってく
る。孫たちもいつまで来てくれる
かわからないけど、食べさせたい
ものがいっぱいある。

（70代女性）

■新しい魅力を創って！
今年は南伊勢町誕生10周年という節目だと
最近知りました。合併からもう10年も経った
のかと、月日の流れる早さにただただ驚いて
います。少子高齢化でどんどん人が少なくなっ
ていくなかで、住み良い街になってきたとい
う実感はないですが、さらに合併20周年を目
指して議会の方には頑張っていってほしい。
海と山があり、住むにはいい所だと思うけ
ど、地震津波の心配や仕事をする場がないと
か、若い子が心配していることは山積してい
て、将来を考えると新たに家を建てていこう
とは思えないのかもしれません。役場には今
の街の魅力を伝えるのもいいけど、魅力を
作っていく新しい考えの街づくりをお願いし
たいです。応援しています。

（60代女性）
■ふるさと
海のない街から嫁ぎ、早20年。
ようやくこの町が自分の「ふるさ
と」と思えるようになってきた。
最初の頃は親戚のおじさんに生き
たタコをもらっても、どう調理し
ていいのか分からなかったけど、
今ではきれいにぬめりがとれるよ
うになったし、「カツオ」もそれな
りにおろせるようになった。子ど
もが小さい頃は、夜の急な発熱に
おどおどしたが、なんとか元気に
育ってくれた。とにかく魚がおい
しい。これからも漁村のおばさん
として生きていこうと思う。

（40代女性）

みんなのみんなの
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議会を傍聴しませんか
９月定例会が開催されます。
開催は９月８日～14日の予定です。
ぜひ傍聴してください。
（当日、総務課で受付をしてください。）

町内のがんばっている人を紹介します！

設　立　　平成24年４月
部員数　　11名

私たち「南伊勢シーガルズ」は１年生
から６年生までの11名で活動してい
ます。毎週月曜日と木曜日は19時か
ら21時まで南勢中学校体育館で、水
曜日は学校が終わってから放課後に南
勢小学校体育館で練習しています。

スポーツを通して努力することや礼儀、友達との友情を深めていってくれることを願い、大人
たちは見守っています。
一緒にバスケットボールをする仲間、子どもと一緒に夢を追うお父さん・お母さん大募集！初
めは練習も週に１度からでもＯＫです。少しでもバスケットボールに興味のある子は気軽に見学
にきてください。シーガルズではバスケットボール以外のお楽しみも色々企画しています。

【連絡先】　畑やえみ　090-7046-8627

議会だよりでは町のがんばり屋さんを募集しています。自薦他薦は問いません。
※下記の議会事務局まで
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南伊勢シーガルズ


